
問

１０
年
ぶ
り
に
普
通
交
付
税

の
交
付
団
体
と
な
っ
た
要
因
は

何
か
。
ま
た
本
市
財
政
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

市
長

前
年
度
、
前
々
年
度
の

２
か
年
度
続
け
て
税
収
が
落
ち

込
ん
だ
た
め
に
、
普
通
交
付
税

の
交
付
団
体
と
な
っ
た
。
影
響

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
財
源
が

確
保
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
の
取
り
や
め
や
臨
時

財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
の
減

額
な
ど
将
来
負
担
軽
減
の
手
助

け
と
な
っ
た
が
、
税
収
が
確
保

で
き
な
い
状
態
が
続
く
と
、
総

合
計
画
実
施
計
画
の
見
直
し
や

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
強
化
な

ど
の
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

問

本
市
財
政
の
課
題
は
。

市
長

税
収
が
回
復
せ
ず
減
少

が
続
く
と
大
き
な
問
題
と
な
る
。

長
期
的
に
は
高
齢
者
人
口
の
増

加
等
が
不
安
要
因
で
あ
り
、
社

会
保
障
費
の
増
加
で
経
常
収
支

比
率
が
上
昇
す
る
と
、
財
政
は

厳
し
さ
を
増
す
と
想
定
す
る
。

問

現
在
本
市
が
取
り
組
む
ハ

ー
ド
事
業
で
あ
る
３
大
事
業
の

進
ち
ょ
く
状
況
と
予
算
額
を
聞

き
た
い
。

市
長

新
庁
舎
建
設
事
業
は
、

平
塚
税
務
署
と
の
一
体
的
整
備

に
向
け
実
施
設
計
を
進
め
て
い

る
が
、
地
下
駐
車
場
の
建
設
費

が
加
わ
り
当
初
の
約
１
０
０
億

円
を
上
回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

２２
年
度
内
に
議
会
棟
解
体
に
着

手
し
、
供
用
開
始
は
２５
年
度
に

一
部
を
、
２７
年
度
に
全
体
を
予

定
し
て
い
る
。
次
期
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
工
事
請

負
契
約
の
本
契
約
を
平
成
２２
年

５
月
に
締
結
し
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
に
着
手
し
て
い
る
。

建
設
費
は
約
１
１
２
億
円
で
あ

り
、
２５
年
度
か
ら
の
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。
平
塚
市
民

病
院
整
備
事
業
は
総
事
業
費
約

１
０
７
億
円
と
し
、
現
在
基
本

設
計
の
作
業
を
進
め
、
２７
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
は
国
庫
支
出
金
や
市

債
、
基
金
の
活
用
で
財
源
は
確

保
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問

本
市
と
大
磯
町
の
ご
み
処

理
広
域
化
へ
の
取
り
組
み
状
況

や
ご
み
の
削
減
目
標
は
。

環
境
部
長

ハ
ー
ド
面
で
は
、

大
磯
町
の
し
尿
処
理
施
設
の
改

修
と
処
理
、
本
市
の
次
期
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
の
着
工
を
行
っ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
１
市

１
町
事
務
連
絡
会
議
の
設
置
、

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
策
の
実

施
、
家
庭
ご
み
と
事
業
ご
み
の

せ
ん

排
出
抑
制
、
剪
定
枝
の
資
源
化

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
可
燃
ご

み
の
減
量
目
標
は
、
２４
年
度
ま

で
に
２０
年
度
と
比
較
し
て
１０
％
、

約
８
８
０
０
�
の
削
減
と
し
て

い
る
。

問

平
成
１９
年
１
月
に
大
神
地

区
と
交
わ
し
た
次
期
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
受
け
入
れ
の
合
意
書

の
条
件
に
あ
る
相
模
小
学
校
の

移
転
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

副
市
長

現
在
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
中
に
移
転
し
た
場
合
の

児
童
数
や
学
級
数
の
見
込
み
、

建
設
候
補
地
な
ど
、
２２
年
度
内

の
地
元
説
明
に
向
け
た
事
業
原

案
を
検
討
中
で
あ
り
、
具
体
的

な
内
容
は
示
せ
な
い
。

問

平
塚
市
総
合
計
画
平
成
２２

年
度
版
実
施
計
画
に
は
、
２２
年

度
に
事
業
説
明
会
と
用
地
説
明

会
の
開
催
、
２３
年
度
に
測
量
、

２４
年
度
に
用
地
買
収
と
あ
る
が
、

本
当
に
実
施
で
き
る
の
か
。

副
市
長

環
境
部
、
ま
ち
づ
く

り
事
業
部
、
教
育
総
務
部
の
３

部
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
も
進
ん
で
い

る
た
め
、
こ
れ
を
無
視
し
た
策

定
は
難
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
児

童
数
や
、
学
校
規
模
が
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
の
か
と
い
う
難
し

い
課
題
が
あ
る
。
地
元
と
十
分

協
議
し
て
場
所
の
確
定
、測
量
、

そ
し
て
２４
年
度
ま
で
に
用
地
の

取
得
を
進
め
た
い
。

問

移
転
計
画
は
先
延
ば
し
し

な
い
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
先
延
ば
し
を
し
な
い
こ
と

を
明
言
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長

相
模
小
学
校
の
移
転
は

大
神
地
区
と
の
約
束
で
あ
る
。

そ
の
約
束
は
き
ち
ん
と
果
た
す

よ
う
や
っ
て
い
き
た
い
。

問

自
治
体
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
支
援
の
目
的
を
確
立
す

る
う
え
で
の
役
割
・
期
待
・
将

来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
政

策
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
行
政
と
の
連

携
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
力
を
高
め
、
そ
の
活
動
を

活
性
化
さ
せ
、
特
色
を
生
か
し

た
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

住
民
自
治
や
地
域
づ
く
り

が
問
わ
れ
る
中
で
、
公
民
館
を

含
む
拠
点
施
設
の
整
備
と
施
設

の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
見

え
て
こ
な
い
。
職
員
配
置
を
含

め
た
施
設
機
能
の
再
構
築
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
民
部
長

地
域
の
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
拠

点
と
し
て
、
地
区
公
民
館
の
役

割
は
重
要
で
あ
る
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
も
、
配
置
職
員
の
問

題
を
含
め
、
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

平
塚
市
災
害
対
策
本
部
組

織
の
防
災
体
制
強
化
の
た
め
に
、

幹
部
職
員
の
危
機
管
理
能
力
お

よ
び
防
災
担
当
職
員
の
実
践
的

対
応
力
の
向
上
、
自
主
防
災
組

織
等
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
地
域

住
民
の
防
災
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
災
害
対
応
力
強
化
を

図
る
う
え
で
も
、
総
合
防
災
訓

練
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

職
員
の

危
機
管
理
能
力
や
対
応
力
な
ど

を
向
上
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
今
後
も
関
係
機
関
、
自
主

防
災
組
織
等
の
意
見
を
反
映
し
、

防
災
組
織
の
意
識
の
高
揚
に
つ

な
が
る
訓
練
形
態
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

を
最
優
先
と
し
た
学
校
の
安
全

管
理
体
制
や
、
防
災
体
制
を
ど

の
よ
う
に
整
え
て
い
く
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

災
害
や

事
故
等
の
不
測
の
事
態
が
発
生

し
た
と
き
に
備
え
、
生
徒
の
安

全
確
保
を
最
優
先
し
た
学
校
体

制
と
、
教
職
員
が
適
切
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問

教
職
員
や
児
童
・
生
徒
・

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
の

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長

保
護
者

や
地
域
の
住
民
に
学
校
の
防
災

安
全
計
画
の
理
解
を
得
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
。
教
職
員
の

意
識
を
高
め
防
災
・
安
全
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

問

ク
ラ
ス
や
学
校
全
体
が
安

定
し
、
安
心
し
て
教
育
が
行
わ

れ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
点
か

※

ら
も
「
サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

派
遣
事
業
」
や
「
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業
」
は
大

変
ニ
ー
ズ
の
高
い
事
業
で
あ
る
。

現
状
と
今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
と
と
も
に
、「
児
童
支

援
専
任
教
諭
」
に
関
す
る
検
討

に
つ
い
て
も
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

子
供
の
豊
か

で
健
や
か
な
成
長
に
は
、
学
級

や
学
校
全
体
が
安
定
し
、
安
心

し
て
教
育
が
行
わ
れ
る
環
境
が

大
変
大
切
な
も
の
と
な
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
サ
ン
・
サ

ン
ス
タ
ッ
フ
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
事
業
は
、
児

童
・
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員

か
ら
評
価
さ
れ
、
学
校
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
支
援
を
必
要
と
す

る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
適
正

な
配
置
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
専
任

の
児
童
指
導
担
当
教
諭
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
に
繰
り

返
し
そ
の
配
置
を
要
望
し
て
い

る
が
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問

「
幼
・
保
・
小
・
中
連
携

事
業
」
は
、
子
供
の
育
ち
を
一

貫
し
て
つ
な
げ
て
見
て
い
く
重

要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

幼
・
保
・
小
・

中
の
教
職
員
を
対
象
と
し
た
連

携
学
習
研
究
会
等
の
実
施
や
、

各
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校
が
主

体
的
に
取
り
組
む
連
携
・
交
流

の
推
進
も
年
々
進
ん
で
き
て
い

る
。
今
後
は
、
各
校
の
特
色
を

生
か
し
た
主
体
的
な
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
力
を
活
用
し
た
幼
・
保
・

小
・
中
連
携
の
推
進
事
業
を
効

果
的
に
展
開
し
、
人
間
性
豊
か

な
子
供
た
ち
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

落
合

克
宏
議
員

本
市
財
政
と
事
業
展
開

ご
み
処
理
広
域
化

相
模
小
学
校
の
移
転

吉
野

和
美
議
員

行
政
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
支
援
の
あ
り
方

平
塚
市
総
合
防
災
訓
練

に

つ

い

て

小
・

中
学
校
の

防
災
計
画
と
課
題

問

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

建
設
に
向
け
て
、
１
１
２
億
円

の
工
事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
者
選
定

委
員
会
の
会
議
録
に
は
議
題
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
選

考
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
。
会

議
録
の
全
文
公
開
を
求
め
る
。

副
市
長

事
業
者
選
定
は
委
員

の
採
点
で
決
定
し
た
。
委
員
か

ら
の
意
見
や
賛
否
は
審
査
講
評

と
し
て
ま
と
め
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
会
議
録
で
は
通
常
の
一
問

一
答
の
形
を
採
ら
な
か
っ
た
。

問

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
整
備
と
し
て
の
相
模
小
学
校

の
移
転
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

考
え
て
い
る
予
算
規
模
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

環
境
部
長

庁
内
で
協
議
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
具
体
的
な

内
容
は
ま
だ
示
せ
な
い
。

問

予
算
規
模
の
概
略
さ
え
示

せ
な
い
の
か
。
国
か
ら
の
補
助

は
あ
る
の
か
。
最
少
の
経
費
で

移
転
で
き
る
よ
う
知
恵
と
戦
略

が
必
要
な
の
で
は
な
い
の
か
。

副
市
長

現
時
点
で
は
、
予
算

規
模
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
検
討
の

段
階
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

教
育
総
務
部
長

補
助
金
に
つ

い
て
は
、
国
や
県
と
協
議
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

横
断
歩
道
橋
や
横
断
地
下

道
は
市
内
に
い
く
つ
あ
る
の
か
。

そ
の
所
管
は
ど
こ
か
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
横
断
歩
道
橋
を
な

く
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

土
木
部
長

横
断
歩
道
橋
は
３０

橋
あ
る
。
国
の
管
理
が
５
橋
、

県
の
管
理
が
１７
橋
、
市
の
管
理

が
８
橋
で
、
多
く
は
通
学
路
の

指
定
を
受
け
て
い
る
。
歩
行
者

用
地
下
道
は
７
か
所
あ
る
。
横

断
歩
道
橋
は
階
段
の
上
り
下
り

を
通
行
者
に
強
い
る
の
で
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
立

場
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
地
域
住
民
や

関
係
機
関
と
協
議
し
、
人
に
優

し
い
道
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

問

崇
善
小
学
校
西
側
の
国
道

１
号
に
架
か
る
歩
道
橋
に
は
横

断
歩
道
が
併
設
さ
れ
て
い
な
い
。

高
齢
者
を
は
じ
め
、
歩
道
橋
を

渡
れ
な
い
方
が
遠
回
り
を
強
い

ら
れ
て
い
る
の
で
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
役
所

前
の
歩
道
橋
は
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
交
差
点
改
良
に
併
せ
て
廃

止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長

崇
善
小
学
校
前
交

差
点
の
バ
リ
ア
解
消
に
は
、
北

側
部
分
に
国
道
と
平
行
し
た
横

断
歩
道
の
設
置
が
有
効
で
あ
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。
市
役
所

前
の
歩
道
橋
は
、
撤
去
を
前
提

に
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問

リ
ー
ス
料
総
額
が
２
億
６

７
０
０
万
円
に
な
る
平
塚
競
技

場
の
大
型
映
像
装
置
に
関
し
て
、

今
定
例
会
で
使
用
料
と
広
告
掲

出
料
を
定
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
収
入
見

込
み
を
伺
い
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

職
業

人
の
使
用
料
は
１
時
間
当
た
り

１
万
５
０
０
０
円
と
し
た
。
こ

れ
は
電
気
料
金
と
、
保
守
点
検

料
を
Ｊ
リ
ー
グ
等
の
利
用
時
間

で
割
っ
た
金
額
を
基
に
算
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
使
用
料
全
体

で
年
間
２
４
５
万
円
ほ
ど
を
見

込
ん
で
い
る
。
広
告
収
入
は
広

告
板
利
用
者
の
掲
出
に
よ
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
の
試

算
は
困
難
で
あ
る
が
、
収
入
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

端

文
昭
議
員

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
と

相
模
小
学
校
移
転
問
題

須
藤

量
久
議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

横
断
歩
道
橋
と

横

断

地

下

道

平
塚
競
技
場
大
型

映
像
装
置
の
使
用
料

平成��年（２０１０年）��月��日（�）

※サン・サンスタッフ：児童・生徒一人一人に応じた指導を充実するため学校生活全般にわたっての指導・支援・相談に携わる学習支援補助員と、読書活動を支援する学校司書

清

風

ク

ラ

ブ

ひらつか議会だより

市
民
派
の
会

第 ��� 号


	171-1
	171-2
	171-3
	171-5
	171-6
	171-7
	171-8

